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ミクロ―マクロ問題を組み直す
―ブリュノ・ラトゥールと ANT―























































による批判とその知見を包括できる理論構築を目指した（例えば Lidz 1981; Alexander and Colomy 









































































































































































際には独自の科学社会学を発展させてきた（Latour1987; 1991; 1999; De Vries 2016; 川村 2008）9）。
科学実践をフィールドワークの対象とすることでラトゥールは，近代的な主客二元論に基づく世界
































































































































ン―リゾーム存在論」であった（Latour 2005: 邦訳 22―23）。「リゾーム（rhizome）」は，D/Gが『千

















































































































を離れて別のプラトーに移るのを目撃したのだ。」（Deleuze et Guattari 1980: 邦訳・上 54）
11） actantの綴りに ANTが含まれていることに留意されたい。
12） 本稿では検討できないが，MMPに対するラトゥールの観点に示唆を与えていると思われるのが，L・ボルタン
スキと L・テヴノーによる著作（Boltanski et Thévenot 1991）である。










16） 自身の立場である「オブジェクト指向存在論（Object Oriented Ontology: OOO）」からラトゥールの ANTに検討
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